
 

 

 

 

 今年
こ と し

ものこり１か月
げつ

になりました。今年
こ と し

は夏
なつ

の暑
あつ

さが長
なが

く続
つづ

き、急
きゅう

に寒
さむ

くなったので体調
たいちょう

をくずした人
ひと

が

たくさんいました。これからさらに寒
さむ

くなり、インフルエンザやノロウイルスなどの冬
ふゆ

の感染症
かんせんしょう

にも注意
ちゅうい

が

必要
ひつよう

です。いろいろな病気
びょうき

に負
ま

けないように、体調
たいちょう

管理
か ん り

をしっかり行
おこな

っていきましょう！ 

 

感染症
かんせんしょう

に
 寒

さむ

くなって空気
く う き

が乾
かわ

いてくると、ウイルスが活発
かっぱつ

になり、感染症
かんせんしょう

が広
ひろ

がりやすくなります。ウイルスは人
ひと

から人
ひと

へとうつるので、自分
じ ぶ ん

や周
まわ

りの人
ひと

がかからないように次
つぎ

のことに気
き

をつけましょう。 

感染症
かんせんしょう

の予防
よ ぼ う

①【手洗
て あ ら

い・うがい】 

 ウイルスや細菌
さいきん

は人
ひと

から人
ひと

の手
て

を伝
つた

わって口
くち

から体
からだ

の中
なか

に入
はい

ってくることが多
おお

いといわれています。ウイ

ルスや細菌
さいきん

を洗
あら

い流
なが

すには、手
て

洗
あら

いが一番
いちばん

です。食事
しょくじ

の前
まえ

、外
そと

から帰
かえ

ったら、トイレに入
はい

った後
あと

、石
せっ

けんをつ

けて、正
ただ

しい方法
ほうほう

でしっかり手
て

を洗
あら

いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

感染症の予防②【咳
せき

エチケット】 

 咳
せき

が出
で

るときはマスクをします！マスクがないときは、ハンカチやティッシュでおさえましょう。 
 

 

咳
せき

をしたとき 

 

 

 

 

くしゃみをしたとき 

 

 

 
富吉小学校 

保健室 

令和６年１２月６日 

 人
ひと

のつばは、いろいろな

場面
ば め ん

で、遠
とお

くに飛
と

んでいます。

口
くち

の中
なか

にいるウイルスは、つ

ばと一緒
いっしょ

に出
で

てくるので、

自分
じ ぶ ん

だけではなく、友
とも

だちに

つばがかからないようにする

ためにも、マスクをきちんと

つけましょう。とくに、かぜぎ

みの人
ひと

や、病気
びょうき

が治
なお

ったばか

りの人
ひと

は１枚
まい

マスクをかばん

にいれておくと良
よ

いですね。 

飛沫
ひ ま つ

（つば）はどのくらいのスピードで、どのくらい飛
と

ぶの？ 

５m 

２m 



あなたの体温
た い お ん

は？ 
 みなさんは自分

じ ぶ ん

の平熱
へいねつ

を知
し

っていますか？ 

私
わたし

たちの体
からだ

は、暑
あつ

さや寒
さむ

さに関係
かんけい

なく一定
いってい

の体温
たいおん

を保
たも

つことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※平熱
へいねつ

より高
たか

いときは何
なに

かのサインかも！気
き

を付
つ

けて様子
よ う す

をみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 出席停止期間の確認を！ ● 

 市内でも、様々な感染症の流行の兆しがあります。予防していても感染してしまうことはあります。感染

し、発症したときは１日でも早く元気になるようにゆっくりと体を休めることが大切です。 

インフルエンザにかかった場合は発症し

た後５日を経過し、かつ、解熱した後２

日を経過するまで、新型コロナウイルス

感染症にかかった場合は発症した後５日

を経過し、かつ、症状が軽快した後１日

を経過するまでは出席停止になります。 

インフルエンザと新型コロナウイルス感

染症の出席停止期間は似ているようで少

し違います。早見表を参考に登校再開日

の確認を行ってください。 

 

● 歯の治療勧告書を配付しています ● 

歯の治療が終わっていない人に、３度目の治療勧告書を配布しています。今年の病気は今年のうちに。早め

の治療をお願いします。すでに治療が終わっている人は、治療報告書の提出をお願いします。 

保護者の方へ 

◆ 人間
にんげん

の平熱
へいねつ

は、３６～３７℃ 

 

◆ 寒
さむ

いときには、体
からだ

をふるわせて熱
ねつ

を生
う

み出
だ

す 

 

◆ 暑
あつ

いときには汗
あせ

をかいて熱
ねつ

を体
からだ

からにがす 

医学的
いがくてき

には平
へい

熱
ねつ

にかかわらず、 

37.5℃以上
いじょう

が発熱
はつねつ

、38.0℃以上
いじょう

が高熱
こうねつ

です！ 

正
た だ

しい熱
ね つ

のはかり方
か た

 
 

 わきの真
ま

ん中
なか

に体温計
たいおんけい

を当
あ

てます。 

わきを閉
と

じたときに体温計
たいおんけい

が下
した

を向
む

いているのが正
ただ

し

いはかり方
かた

です。 

 自分
じ ぶ ん

の平熱
へいねつ

を調
しら

べてみましょう。 


